
5 文献の調査

5.1 文献の調査方法

論文を書くためには､新規性､有効性､信頼性が求められる｡事例研究論文の場合､事

例を実施する前の状況を公表された文献等に基づいて把握し､事例が持つ新規な知見を明

らかにする必要がある｡社内の情報だけを使用すると論文に信頼性が伴わないことになる｡

また論文では論拠に基づいて客観的に有用/有効であることを主張する必要があり､論拠と

して他の先行文献が役に立つことも多い｡

文献と呼嘩れる情報は通常､学会誌や専門誌などの雑誌 (ジャーナル)に掲載された文

献を意味する｡論文で言う新規性とは､世界的にみて新しいという意味で､日本に限定さ

れているわけではない｡従って､文献調査は日本語だけでは不十分で､英語の文献も対象

になる｡

情報システム分野を扱 う重要なジャーナルのリス トは AssociationforInformation

systemsにより作成されており､以下のURLで公開されている｡このリス トの トップ50

誌の名前と､雑誌を所蔵している国内の大学図書館の数を文献調査方法資料に示す｡

http://als.afTiniscape.com/displaycommon.cfm?an=1&subarticlenbr=432

文献調査はこれらのジャーナルを所蔵する図書館で閲覧するのが基本になる｡しかし､

数が膨大なため参考情報がないま調査を行 うことは困難であるので､手掛かりとなる情報

が少ない場合はまずキーワー ドを使用したデータベース検索を実行する｡

英語の文献情報検索は有料データベースを利用する必要があるので､まず日本語で検索

でき′る無料のデータベースを利用する｡日本語で文献情報が無料で検索できる国立国会図

書館の検索システムの利用法を以下に示す｡

【雑誌記事索引】

･国立国会図書館 http:〟opac.ndl.go.jp/ に接続する

･雑誌記事索引の検索をクリックする

･論題名に､キーワー ドを入力する

･期間を 10年程度に指定する

(2005年～/2001-2004年/1996-2000年にチェックを入れる)

･検索を実行する

･結果から書誌事項を確認する

･原文を取り寄せる

情報検索では基本的に文献が掲載されている雑誌の名前と巻号ページと文献の要約が

分かるにすぎないので､別途原文を入手する作業が必要になる｡

英語の文献情報は外国の雑誌記事検索を行 う｡基本的に有料のデータベースを利用する

必要があるが､図書館で検索サービスを行っているところも多いの至､各図書館の窓口に

問い合わせると良い｡
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5.2 文献調査方法資料

重要な文献とは､主に学会話や専門誌に載った雑誌記事の原文を意味します｡

1. 世界的に重要と思われるIS文献 (雑誌名)と国内所蔵大学図書館数

AssociationforlnformationSystemsのリス トを元に作成した

httl)://ais.affiniscape.com/disl)1avcommon.cfm?an=1&subarticlenbr=432＼＼

雑誌コード′評噸鹿雑誌名 釈寂光挙国尊顔赦
ーa 1.1MtSQuarterly 悶R
2Ⅰ豊里 2,7tnformationSystemsResearch 川

3鎚堤辿 2.8r)ornrnurticattfOrTSOfAOrLJ 3撃署

4a 4.1Mana辞mentScience 2m
5』避旦 4一9J⊃∪rnaJofMana辞mentlnformationSl唱temS 4才M1

6a 6.0Artiflciat1nte川gence 2才ー
7盟 6.4DecisionScknces. 川8
8遮濫 8.0HarvardBusinessRevie + R43,M3

9fEEET椅hs 8.8IEEETrヨnSaCtfons(various) 発表あt})

10也 9.OAJMagaヱine 琵ー
ー1E』亀 10.～EuroFeanJburnaloflnforrnationSystems 24
12望迫 10､7DecisionSupp rtSystems 77
13LE塾 ll.PlEEESoftwa帽 J奄53.

14追払 ll,9lnformation&Management 箸8

15鑑とは罷温 1乙0ACMTransactions亡)nDatabaSeStFStemS 173.
16IEE訂SE 12★2JEEETransaGtionsonSoftwareEngineerin 署8-5=
17馳 弧星 13.0ACN TranSaCtions(various) (ttさ類0発行者暮せiZSり}

18LCSS 13.0J⊃ur∩alofCompute｢andSystemSclences 28-2.
19≡辿坦 13.2Stoan相手na野mentReview 一撃昏R15

;20毘蛍星 14.0Oomrnunicationsofthe如S 二8

董2ーIEEETSMC 14.0JEEETransaGtionsonSystemsJMan′andCy由rnetics 若き8

≡ 22鑑旦 15.7ACMComputingSurve 富88
… 23SBBERP 16.0LburnalonComputing 憑
1 24幽侵 16.6Academyc.fManagementLburna暮 24

ミ25iB 17十さ1nternatk)natJ⊃UrnalofEteC.tn3nlcOommerGe 2 矢T域 一味t紬 わ失地 的 一昭 舟一助

書28A 17★8J⊃urnaーofthe舶S ･8

圭望7iEEE旦 18.0lEEETransaGtionsonCompute 3St

≡28迫だ l臥eⅠnforrnationS岬temSF I-tエ珊 EZ)■好ゝT.

;29述喧 18.0Lburnalof帖nagen帽ntSystems ::秤

書30∈藍 18.00｢田niZationScienc 粥

…ヨー旺EE⊆BLml⊇ 18.2IEEEOompUter 8

∵32iSiJ 18.7ⅠnFormationStjSterT-1SJ⊃urnat 2署

+33A 19.0AdministrativeSc桓nceQuarterly 3≡8=31Mー

…糾送謎建 19.0J⊃umalofGlobヨ1ーn向rmationMana野 ment -/ ー 果ニ畑 野一己曙 トー4<一勝

喜37温. 20.0lnねrmationS咋 ternS .祁

i38建≡遠退 20̀0MISQDiscovery ･8

†39辿坦 20★4AcademyofMana串m ent Review ~一 撃 考

量40戯慮 20,4JコUrnatOfthe姫M 3 3 9

喜41㌫迫 20.5ComputerandOperationsResearch 8

;-42建造 20.7HurTlan-CornputerInteraction I 荊長 軸 謝 fく丑的一機 ー〉

≡43aら避 21､0亡alibrrliaMana辞mentRevieW 捕 柵 F32
書44江&巳 三1.0informationT占chnobByandPeopJe 昏

:+45過払. ~22.ら止UrnalofStrategiclriforrnationSystems 育-3

÷46LGTTM 23.0止urnalofGlo由一fnfor汀tatior.TechnoーO卦Mana申 r-nent . ≡昏

喜48出払ま⊆i 2ヰiOInfornーingScience 一山 づnter.nationaーJ.

::49過払 24.0LburnaloflnformationManagement =8
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2.全国の全ての大学図書館の蔵書検索

･国立情報学研究所 (NACSISWebcat) http:〟webcat.nii.ac.jp/ を開く

･雑誌をクリックする

･タイ トル ･ワー ドに以下の雑誌名を入力する

･検索開始をクリックする一

･雑誌のリス トが表示されるので､目的の雑誌をクリッグする

･蔵書のある全国の大学図書館一覧が表示される

3.日本の IS文献 (雑誌記事)の検索:日本で出版された全ての雑誌記事検索

国立国会図書館の雑誌記事検索の使用方法

日本の学術雑誌検索

･国立国会図書館http:〟opac.ndl.go.jp/ に接続する

･雑誌記事索引の検索をクリックする

･論題名に､キーワー ドを入力する

･期間を10年程度に指定する

(2005年～/2001-2004年/1996-2000年にチェックを入れる)

･検索を実行する

･結果から書誌事項を確認する

･原文を取り寄せる

外国の雑誌記事の検索も可能ですが多く場合有料となります｡

4.原文の取り寄せ

(1)雑誌のある図書館で該当する巻号を見つける

(2)図書館で原文の取り寄せサービスを利用する

(3)原文を収録したデータベースを使用する
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